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Web3.0を活⽤した
関係⼈⼝経営構想の実装を⽬指して

資料２－１
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プロフィール

⻘⼭ 達哉
海⼠町役場 関係⼈⼝経営特命官

＜経歴等＞
1995年⽣まれ 海⼠町出⾝（隠岐島前⾼校卒業）
2019年 Uターンし、海⼠町役場⼊庁 2025年より現職
⼀般財団法⼈ 島前ふるさと魅⼒化財団 事業統括

◯その他
⼭梨県丹波⼭村DXアドバイザー/島根県地域DXアドバイザー/鎌倉市市政アドバイザー
栃⽊県益⼦町CDO補佐官/⿓⾕⼤学 客員研究員

©海⼠町

プロフィールURL
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海⼠町とは？
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海⼠町とは？

©海⼠町

海士町(中ﾉ島)
約2300人

どうぜん

島前

どうご

島後

隠岐諸島★海⼠町
⽇本海の島根半島沖合約60kmに浮かぶ隠岐諸島の中
の⼀つ中ノ島「海⼠町」といい1島１町の⼩さな島
（⾯積33.46k㎡、周囲89.1km）
1963年 大山隠岐国立公園指定
1985年 ｢天川の水｣日本の名水百選指定

2009年 日本で最も美しい村連合加盟
2013年 【隠岐】世界ジオパークに認定

⼈⼝の2割が移住者

湧き⽔が豊富な半農半漁の島

若者が集う島

隠岐世界ユネスコジオパーク 泊まれる拠点
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最近考えている問い

・地域って誰のもの？

・基礎⾃治体って誰のためのもの？

・新しい地域経営の形を⽬指すなら何を変える？

⽇本全体が⼈⼝減少社会へと確実に進んでいっている中、
地⽅⾃治体として何を⽬指せばいいんでしょうか？
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STEP1

ブランド品開発によ
る新たな雇⽤創出
と、教育の魅⼒化PJ
による学校教育改⾰
による暮らしの環境
を魅⼒的にすること
で、移住定住の促進
を図る。

移住定住促進

海⼠町のこれまで

©海⼠町

⾏財政
改⾰

ブランド
産品開発

教育魅⼒
化PJ

Ｉターン
の活躍

⾃⽴促進
プラン

⾼校の
島留学

⼈⼝減少・超少⼦⾼齢化・超財政難

⽣き残りをかけた
｢攻め｣と「守り」
の両⾯作戦を展開

⾃⽴への挑戦！

突きつけらる地⽅課題

島は社会の縮図

島に⽇本の未来を創るヒントがある

第1期海⼠町流挑戦！ 隠岐⽜ CAS

岩ガキ春香

島じゃ常識サザエカレー

教育魅⼒化PJ
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教育魅⼒化プロジェクトとその先へ

l 隠岐島前⾼校魅⼒化PJの発⾜

l 島留学制度の創設（推薦⼊試倍率2倍）

l ⽣徒数V字回復（２クラス化・教員増）

l 隠岐國学習センター（公設塾）

l 三燈寮（⽣徒による⾃治寮）

l 卒業後の繋がりの希薄化（関係⼈⼝の消失）
l Uターンへのハードル（⾒えない壁）
l 19〜30代前半の⼈⼝が少ない（⽣産⼈⼝の減
少）

l ⼈⼿不⾜・担い⼿不⾜

新たな地域の課題

⾼校の魅⼒が向上したことにより
廃校の危機を脱する

教育「だけ」変わっても地域課題は解消されない

これまでの取り組み

教育への投資を
地域にどう還元していくのか・・？

新たな問い 卒業⽣や全国各地の意志ある若者たちが
関わり続けたくなる島づくり

⼈材育成の島を⽬指して： 地域の⼈事部の必要性

©海⼠町



地域が直⾯している課題と対するアプローチ

若者
流失

⼈⼝
減少

⼈⼿
不⾜

8

卒業⽣の
Uターン
が少ない

1 32

新しい⼈の流れの創出
⼈材の流動性・多様性を⾼めましょう

⼈の受⼊れ環境の整備
島の仕事・暮らしを⽤意しましょう

アプローチ① アプローチ②

担い⼿
不⾜

54

複雑に⾒える課題であるが共通してるのは「⼈材」⾯における課題ということ

©海⼠町



9写真：Credit：鈴⽊優太（島前⾼校卒）

若者に選ばれ続ける新しい地域経営モデル構築へ
〜若者に選ばれる、若者が集う島〜

©海⼠町

⼤⼈の島留学事業と関係⼈⼝事業から⽬指す新しい地域経営の形



海⼠町
（⾃治体）

ねらい

⼊り⼝から移住定住を求めず、「留学」と称し若者の地⽅参⼊へのハードルを⼀時的に引き下げることで、若者⼈⼝の流⼊
を強化し、「仕事・暮らし」の両⾯から地域に活⼒を⽣み出す。これにより①結果的な移住⼈⼝の獲得と、②良質な関係⼈
⼝創出を⽬指し、地域に若者が還流し続ける（関わり続けられる）仕組みを構築していく。

コース選択制による滞在/活躍の多様化

＜来島までのイメージ＞
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⼈材還流促進のための滞在⼈⼝創出制度「⼤⼈の島留学」

期間

契約：業務委託契約
報酬：176,000円 ※1
年齢：20〜29歳程度
住居：シェアハウス
保険：傷害/賠償保険
その他：定期研修有

プロジェクトコース型 事業所マッチング型

複数の分野/領域からプ
ロジェクトを選択し、
面談の上決定。事業づ

くりやプロジェクトマ
ネジメントを島留学生

自身の力でやっていく
ことを目指す。卒業後
は起業や就職にも期待

島留学生の興味関心や
スキルなどを踏まえ、
島内約40事業所との面
談等によるマッチング
により決定。事業所の

事業推進と島留学生の
成長の両者にとって良
い受入れの形に期待

人材獲得 経験獲得起業創出 事業承継

コース
内容

期待する効果

その他

島前ふるさと
魅⼒化財団

（運営団体）

⼤⼈の島留学制度スキーム図

運営委託

• 広報集客
• 採⽤選考
• 受⼊れ伴⾛

①募集開始

②採用面接

③合格通知

④マッチング

⑤島留学スタート

• SNS
• Webサイト
• 募集媒体等

• 運営団体が実施

• コース選択
• 事業所との⾯談

マッチング
研修

伴走

活動報告
悩み相談

地域事業者
（受⼊れ団体）

島留学⽣

支援
配置調整

相談

業務遂行

ミッション設計・指示マネジメント

＜運営団体の役割＞

487名 約60名

受入れ実績 滞在延長者数

※R3〜6の４年間
※3ヶ月・１年コース間含む
※延長は制度終了後、就職や移住した人数

・関係⼈⼝
・都市部企業
・他地域

共創・連携の可能性

＜応募要項＞

期間：１年間 or 3ヶ月（インターン）の2択

※1、１年間コースの場合

若者の声を地域経営に取り⼊れる、という地域の意志が⼤事

・流動性
・多様性

UP ！

©海⼠町
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STEP1 Next >> STEP3Now>> STEP2

ブランド品開発によ
る新たな雇⽤創出
と、教育の魅⼒化PJ
による学校教育改⾰
による暮らしの環境
を魅⼒的にすること
で、移住定住の促進
を図る。

移住定住促進
若者減少・人材不足
への新たなアプロー

チとして、「大人の
島留学制度」によっ

て、一時滞在者が流
入しつづける仕組み
を作る。

滞在⼈⼝創出
これまで創出してき
たファン（関係人

口）をデジタルに
よって属性ごとにコ

ミュニティ化し、
ファンの力（関係資

本）をまちづくりに
活かすことができる
ようにする。

関係⼈⼝経営

流入強化によって地域に若者が毎年
200人滞在する状況が実現できた。
過去約500人受入れた人のうち15%
程度はその後も島に残っている。

一方で制度をを終えて島を出た後は

関係人口として存在するが、その後
も地域に関わり続けられるような仕
組みがない。

人口減少による衰退がある種の既定
路線と言われていた中で、行改革や
ブランド品開発、教育の魅力化等の

取り組みを通じて、雇用が生み地域
の魅力が磨くことで、移住者増に

よって人口減少を下げどめることを
達成。一方でブレイクスルーには至
らず若者減少・後継者不足等の課題
は残る。

これまで多くの関係人口を創出してきた
が、以下の取り組みを通して新たな価値
創出とSTEP2を強化させる。
・関係人口のコミュニティ構築

・関係人口にまちづくりへの参画を促す
・関係人口であることの豊かさの提示

エコシステム構築(DX)還流促進

海⼠町のこれまでとこれから

©海⼠町
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海⼠町
（⾃治体）

ねらい

海⼠町の関係⼈⼝が地域外にいながらも、アンバサダーとしてデジタル名刺を活⽤したPR活動に取り組むなど、具体的な
「役割」を持ち海⼠町を創る⼀員として活動をすることができるような仕組みを構築することを⽬指す。関係⼈⼝の活動が
現実の地域経営に反映されていることが重要であり、併せて良質な関係⼈⼝コミュニティの形成も必要となる。

複数プラン展開による経済的貢献度の可視化
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関係⼈⼝による地域経営参画制度「海⼠町オフィシャルアンバサダー」

期間

▼就任条件３ヶ条
①過去1度は来島経験があり毎
年1度以上来島すること
②まちづくりを担う一員とし
て関わり続けること
③都市部または海士町で行わ
れるファンミーティングイベン
トに年に1度は参加すること

スタンダード

プラン内容

期待する効果

その他

島前ふるさと
魅⼒化財団

（運営団体）

オフィシャルアンバサダー制度

業務包括委託

• カスタマーサービス
• コミュニティ運営
• デジタル実装

アンバサダー
（＋ファミリープラン）

＜運営団体の役割＞

1,100
万円

39万円
年会費収入 年間経済消費額※2

※1.R7.8月末時点（R.5.12月開始）
※2. アンバサダー1人あたりの年間経済消費インパクト

年会費制（更新必要）

関係⼈⼝の声を地域経営に取り⼊れる、という地域の意志が⼤事

地域経営の
新しい⼒に

プレミアム シークレットスペシャル

1.1万円
（4.8万円）

11万円
（36.7万円）

22万円
（74万円）

3.3万円
（13万円）

※（ ）はふるさと納税払の場合

1泊無料
宿泊特典

3泊無料 5泊無料ー

・アンバサダーカード（デジタル名刺）付与
・島内移動手段としてEVスクーター無料貸出
・デジタルコミュニティの招待
・アンバサダー限定イベントへの招待

・紹介者への「海士町で使えるクーポン」発行権

年会費

その他 特典

※宿泊特典における宿泊施設はEnto https://ento-oki.jp/

関係人口
可視化

コミュニ
ティ形成

事業共創
関係人口

拡大（送客）

306名

入会者数

※3
（R7年度）

※1
海⼠町ファン
ミーティング

紹介者
（アンバサダー候補者）

1⼈あたり

年会費
アンバサダー

カード＋特典付与

企画実施

参加

PR

参加

海士町
訪問

交流
おもてなし

・関係⼈⼝
・都市部企業

さらに

次の紹介

アンバサダー化

毎年年会費の

約10%を拠出

Amanowa
DAO

共創促進

・PR数に応じて表彰する
（貢献度の可視化）
・アンバサダーと島⺠と
新規流⼊者を混ぜる
・コミュニティへの所属
意識を醸成共創・連携の可能性

アンバサダー
が新しい⾵を
起こし価値を

創出する

R10年度末までに2,500⼈を⽬指す！

※AmanowaD
AO概要につい
ては別紙記載

事業共創

アンバサダー化

共感得られれば・・

・公式LINE
・Webサイト
・Slack

公式LINEへユー
ザーデータ集約

https://ento-oki.jp/
https://ento-oki.jp/
https://ento-oki.jp/
https://ento-oki.jp/
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コミュニティ運営から始める新しい地域経営のあり⽅

３

©海⼠町

アンバサダーのニーズ

滞在⼈⼝コミュニティ
（⼤⼈の島留学）

関係⼈⼝コミュニティ
（アンバサダー）

⼤⼈の島留学⽣のニーズ

・アイディアが欲しい
・プレイヤーとして挑戦できる
・伴⾛やアドバイスしてくれる⼈
と出会いたい

・ポップにまちづくりに関わりた
い
・チャレンジする⼈を応援したい
・相談乗ってもいいよ
・こんなのはどう？

＃ブレスト部屋
＃壁打ち部屋
＃イベント
＃⼈材募集

・
・
・

2つのデジタルコミュニティを接続し、⽇
常的に島のプロジェクトを動かし続ける

地域の中と外が混ざることによって、新たな挑戦の種が⽣まれ、
育ち続けるコミュニティが海⼠町コミュニティならできるはず！



Amanowa DAO が⽬指す「関係⼈⼝経営」のカタチ
目指したい姿

関係⼈⼝（アンバサダー）と滞在⼈⼝（⼤⼈の島留学⽣）が、デジタルを活⽤しながら協⼒し合い、島内外で海⼠町
を⾃主的に盛り上げていくような動きを活発に⾏っているコミュニティの形成。

これまでの地域に関わる際の主となってきた価値観など これからの新しい地域への関わり方

● 地域住民が主体でありその他は外部の人
● 移住・定住することが目標に置かれがち

● 初めから「本気度」が試される（求められる）
● 住み続けることが求められる
● 住んでいないと関われない（づらい）

● 関係人口（アンバサダー）・滞在人口（大人の島留学生）が主役になれ

る

● 地域内外から関われる仕組みを創る
● アプリケーションを通じて気軽に関われる

● 地域外にいるからこそできることが見つかる
● 地域の中の人と外の人が共創することで価値を生み出す仕組み

Amanowa DAOアプリ
11/18リリース！

（DAOとは？）
分散型自立組織のこと。Amanowa DAOとは、アプリケーションを通じて関係人口と滞在人口を中心としたプレーヤーが、クエストを攻略し合うことで、地域の課題解
決やまちづくりへの当事者意識持ちながら地域へ関わることができます。

クエスト貼付
クエスト解決

クエスト貼付
クエスト解決

LV

アンバサダー
関係人口 島留学生

LV

レベルUPで
コインのburn（コイン消滅）

Amanowa  DAO でやって欲しいこ
と３選！

1. クエストをクリアして
AMAコインを集めよう
！

2. AMAコインを消費して
レベルアップしよう！

3. 海士町を盛り上げるた
めの提案をしよう！

Amanowa DAO の価値・可能性３選！

1. レベルの高い人がDAO基金の
活用方法を決められる！

2. 関係人口と滞在人口がアプリ
で活躍すると、現実の海士町
で新しいことが起こせる！

3. 住んでいてもいなくても海士
町に関われる！※AMAコインは円に換⾦できません

（Webアプリケーション）

©海⼠町 14



ホーム ランキング クエスト 特典交換

AmanowaDAOアプリケーション



AmanowaDAOによる貢献資本主義的コミュニティの形成

ねらい

貢献資本主義コミュニティ

③承認&報酬決定

Aman
owaD

AO
①貢献/活動

②活動報告

④報酬⽀払
AMAコイン

＜AmanowaDAOの基本的な仕組み＞

Ø アンバサダー（関係⼈⼝）または⼤⼈の島留学⽣（滞在⼈⼝）を中
⼼としたプレーヤーの⽇頃の活動（地域貢献）を、アプリ内におい
て報告してもらうことで可視化を促す。

Ø 報告された活動の評価（承認）をDAOメンバー同⼠で⾏い、報酬
（AMAコイン）を決定する。

Ø 承認に従ってDAOアプリから⾃動的にAMAコイン（⾮ステーブルコ
イン）が⽀払われる

＜AMAコインの活⽤＞

①AMAコインGET

②コイン消費
Ø AmanowaDAOアプリ内で、ガバナ

ンストークンをGET可能
Ø ガバナンストークンが多い（＝価値

ある活動が多い）ほど、DAO内にお
ける意思決定の際に投票数（影響
⼒）を⾼めることができる

Ø 地域経営に繋がるような意思決定に
関与できる

②レベルアップで貢献履歴の可視化

③AMAコインを使ってインセンティブ（特典）をGET

Ø AMAコインを使うことで海⼠町で受けられるサービス等の特典を
GETすることができる

Ø DAOメンバーにとって魅⼒的な特典を⽤意することによってDAOメ
ンバーの活動増加/促進が期待できる

Ø AMAコイン払いができるようになれば、貢献を原資としたAMAコ
インという貢献資本による⼀定の経済圏を形成することができるの
ではないか

①貢献活動の報告とDAOメンバー同士での承認

②コイン消費

住んでいるかどうかに捉われない地域経営の在り⽅として、関係⼈⼝経営の構築を⽬指してきているが、それを⽬指す上で、貢献（活動量/
質）の可視化とそれによる当事者意識（オーナーシップ）の醸成・向上、または現実の地域経営への反映が重要であると考えている。
それらをWeb3/DAOを技術的・思想的に取り⼊れ、貢献資本主義的コミュニティ「AmanowaDAO」の構築・実装またはDAOコミュニティを
起点としたトークン経済圏を形成を図りつつ、活動領域をリアル/デジタルの両空間において拡張性をもたらし、新しい価値づくりに繋げてい
くことを⽬指す。



AmanowaDAOメンバーによるガバナンス（意思決定）と実⾏

ねらい

住んでいるかどうかに捉われない地域経営の在り⽅として、関係⼈⼝経営の構築を⽬指してきているが、それを⽬指す上で、貢献（活動量/
質）の可視化とそれによる当事者意識（オーナーシップ）の醸成・向上、または現実の地域経営への反映が重要であると考えている。
それらをWeb3/DAOを技術的・思想的に取り⼊れ、貢献資本主義的コミュニティ「AmanowaDAO」の構築・実装またはDAOコミュニティを
起点としたトークン経済圏を形成を図りつつ、活動領域をリアル/デジタルの両空間において拡張性をもたらし、新しい価値づくりに繋げてい
くことを⽬指す。

ガバナンス投票による意思決定（権限）

＜AmanowaDAOのガバナンス＞

Ø DAOメンバーがガナバンステーマに対して投票することでコミュニ
ティの意志決定に関与できるようにする

Ø 貢献度が⾼い⼈（＝Gt保有数）の影響⼒が⾼くなるようにする
Ø 投票権の委任は認めず投票⾏為による個⼈の当事者意識醸成を⽬指す
Ø ⽇本の国政選挙投票率＜DAO投票率でありたい

④投票で誰もがオーナーシップを発揮できるように

ガバナンステーマ
（ 賛成 or 反対 など）

Lv.16
（＝Gt.4） Lv.25

（＝Gt.5）

Lv.49
（＝Gt.7）

投票 投票投票

基⾦（予算）活⽤による実⾏性の担保

Amanowa基⾦

Ø 関係⼈⼝経営という新しい地域経営を⽬指す海⼠町ならではの挑戦への
期待値を原資とした基⾦を創設

Ø 海⼠町や社会にとって価値ある挑戦に対して、AmanowaDAOが意志決
定を⾏い、DAOメンバーが実⾏にも関与していく

個⼈・投資家・企業など

⑤海士町に関わることで得られる実利と地域へ価値を生み出すバランスを

Aman
owaD

AO

①提案

ガバナンス
投票

承認

基⾦拠出

チーム組成&
プロジェクト実⾏

Lv.49
（＝Gt.7）

DAOメンバー

＊Gt.＝√換算し
た場合




